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研究成果の概要（和文）：　本研究では、ウォーラシア海域と環太平洋域における人類移住・海洋適応・物質文
化の比較研究という目的の下、ウォーラシア海域に位置するマルク諸島、およびスラウェシ島での発掘調査を実
施し、更新世期から金属器時代にいたる長期的な人類の資源利用や物質文化に関わる考古・人類学的資料を発
見・収集できた。このうちマルク諸島においては新石器時代以降、オセアニアのメラネシア島嶼域との活発な移
住や移動が行われていた可能性を示す新たな考古・人類学的痕跡を指摘でき、スラウェシでの研究においては、
当該地域におけるホモ・サピエンスによる最初の移住痕跡を発見でき、移住集団の生業戦略や海洋適応の一端を
明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to reconstruct the past migration, maritime 
adaptation and material culture of modern human (Homo Sapiens) in East Indonesia or Wallacea region.
 During the project, we excavated and analyzed four major prehistoric  sites from the late 
Pleistocene to Holocene times. They also cover the Paleolithic, Neolithic and Early Metal ages, and 
we could find many new archaeological and anthropological data of the past modern human subsistence 
and resource use, and their temporal changes during the late Pleistocene to Holocene. Some outcomes 
of our project were already published in international academic journals and books, and more 
outcomes will be published in near future.    

研究分野：海洋考古学
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１．研究開始当初の背景 
先史時代におけるアジアからオセアニア

への人類移住は、大きく 2つの時期が指摘さ

れてきた。その最初は更新世期の旧石器時代

で、新人＝ホモ・サピエンスによる当時のサ

フル大陸（現在のオーストラリア大陸とニュ

ーギニア島）とその離島域への移住がこれに

あたる。近年、その移住時期は遅くとも 5万

年前頃に遡るとされ、移住を可能とした背景

には前哨地となるウォーラシア海域での新

人による海洋適応があったことが判ってき

た。 

ウォーラシア海域の重要性は更新世後期

の時代のみだけではない。その後の完新世期

においても、約 3500 年前の新石器時代期よ

り新たに人類集団がウォーラシア海域より、

オセアニアへ大規模な植民を開始したこと

が指摘されてきた。この集団は、言語学的に

は現在のオセアニアから東南アジア海域世

界で話されているオーストロネシア諸語を

話すアジア系集団（モンゴロイド）であった

と推測され、考古学的な痕跡に基づけば、土

器やブタ・イヌ・ニワトリといった新たな道

具・資源を携えて突如として出現し、その後

の数百年間にそれまで人類未踏の地であっ

たメラネシア東部の島々からフィジー島等

を経て、ポリネシアに位置するトンガやサモ

ア諸島への移住と植民に成功したことがほ

ぼ明らかになっている。 

このような人類史的な視点においての重

要性から、2000 年代以降、オーストラリアや

アメリカ等の大学機関とインドネシア考古

学者らによる共同研究が活発に展開されつ

つあり、Nature や Science 等の学術誌にその

成果が公表されてきた。こうした状況に対し、

インドネシアにて 10 年以上に渡り考古調査

を実施してきた研究代表者は、更新世後期の

時代に関しては、ウォーラシア海域の北端に

あたるインドネシアのタラウド諸島で、3 万

5000 年前に遡る岩陰遺跡より大量の海産貝

類や石器類を発掘し、遅くとも人類がこの頃

までにはある程度の海洋適応を達成し、更新

世後期にも近隣の島から100km近く離れてい

たタラウド諸島へ渡海する技術と能力を持

ち合わせていたことを明らかにした。また海

産貝類の分析からは、気温の寒冷化や温暖化

に対応しながら、人々が利用する貝種の種類

や数量にも変化が見られることを確認した

（Ono et al. 2010）。一方、オーストラリアの

研究チームとの共同調査では、東ティモール

にて現時点では世界最古のマグロ漁と貝製

釣り針の痕跡を発見し、人類の海洋適応がま

さにウォーラシア海域で進んでいた可能性

を Science 誌等にて明らかにしてきた

（O’Connor, Ono, Clarkson 2011）。 

 

２．研究の目的 
本研究では、①ウォーラシア海域を軸に発

掘を含む考古調査を実施し、②同じく更新世

後期まで遡る海洋適応や離島への移住痕跡

のある琉球列島や環太平洋域に位置する周

辺海域における考古・人類学的データとの比

較検討を行うことで、③更新世後期から完新

世期における現生人類の海洋適応、移住ルー

トや移住集団の解明、そして④移住先の島々

での資源利用や埋葬行為、物質文化に関わる

動態的な変遷を、長期的・人類史的な視点よ

り検討することを目的としてきた。 

とくにウォーラシア海域の中でも現在の

東インドネシアに位置する北マルク諸島、お

よびスラウェシ島での更新世代にまで遡る

先史遺跡群の発掘の実施と、出土遺物の多角

的な分析が本研究の中軸となる。ここでのよ

り具体的な目的としては、以下の 3点に集約

しつつ、研究を計画・実施してきた。 

（1）スラウェシ島・マルク諸島への人類の

移住時期と人骨分析による移住集団の解明 

（2）初期移住期からその後の時代における

資源利用と海洋適応プロセスの比較 

（3）主に新石器時代期以降の埋葬形態・物



質文化に関する類似性と相違性の比較 

 
３．研究の方法 
本研究では、研究メンバーを大きくウォー

ラシア海域（東インドネシア）で発掘を含む

考古学的調査にも参加する（１）フィールド

班と、主に出土遺物の分析に集中する（２）

分析班に分けた。その上で（３）各メンバー

が専門としてきた地域（琉球列島・オセアニ

ア・東南アジア）を軸に、分析・検討対象と

なる遺物や考古・人類学的データの比較を行

い、そこで得られた新知見を総合することで

研究を進めてきた。 

とくに本研究において重要な分析対象と

なったのは、発掘対象となった遺跡群で出土

した、先史人骨の自然・形質人類学的分析や

同位体分析と、埋葬法に関わる比較分析、並

びに出土土器や石器の形態・製作技術に関わ

る考古学的分析、動物遺存体を対象とした動

物考古学的分析である。 

また本研究において発掘および分析対象

とした先史遺跡は、北マルク諸島においては、

（１）モロタイ島のアルマナラ岩陰遺跡、

（２）ハルマヘラ島のゴルア開地遺跡、（３）

カヨア島のウアッタムディ岩陰遺跡の3遺跡

である。またスラウェシ島においては、中ス

ラウェシ州の東岸に位置するトポガロ洞窟

群で試掘調査を実施した。 

 
４．研究成果 

本研究で発掘および分析対象とした先史

遺跡群のうち、更新世代まで遡ることが判明

したのは、スラウェシ島東岸のトポガロ洞窟

遺跡である。本研究で実施した試掘調査では、

トポガロ洞窟２遺跡で、遺跡表土から約３ｍ

の深度で、29,000年前のC14年代値を得た。

この文化層からはチャート製の剥片石器や

アノア（スラウェシ固有のスイギュウの仲

間）の骨が出土しており、スラウェシ東部～

北部においては現時点で最古の人類による

食料残滓の痕跡を確認することができた。こ

の遺跡ではさらにその下にも堆積層が続い

ていることが確認されており、今後の継続的

な発掘調査を行うことができれば、さらに古

い人類の生活痕跡を発見できる可能性が高

い。一方、より上層からは最終氷期の最寒冷

期とされる LGM期前後の年代値とともに、

複数のチャート製剥片石器や動物遺存体も

出土している。また完新世期に相当する 9000

～8000 年前後の文化層からは、多数の剥片

石器と動物・貝類遺存体が出土した。 

さらに上層では、BP2000 年前後の初期金

属器時代の年代値が得られた層から、二次埋

葬と推測される人骨群とともに、多数の鋸歯

印文土器片や副葬品と推測される貝製装飾

品が出土した。鋸歯印文土器は、オセアニア

のメラネシア離島域に人類初の移住に成功

した新石器集団とされる、ラピタ集団により

製作・利用された土器形態でもある。東南ア

ジア圏においては、これまでフィリピンのル

ソン島北部でしか発見されておらず、鋸歯印

文土器文化の東南アジアとオセアニアとの

関係性は不明な部分が多かった。これに対し、

今回のスラウェシ島での発見により、鋸歯印

文土器の文化が、フィリピンのみならず、イ

ンドネシアのスラウェシ島にも到達してい

た可能性が出てきた。こうした土器文化の拡

散は、新石器時代期における人類移住とも深

く関連している可能性があり、今後のさらな

る分析に期待ができる(論文 1)。 

またその新石器時代期にあたる 3400～

2800 年前後の年代値が多数得られたのが、

北マルク諸島のカヨア島に位置するウアッ

タムデイ遺跡である。この遺跡調査では、大

量の海産貝類や魚類遺存体のほか、無紋の赤

色スリップ式土器片や剥片、多様な貝製品が

出土した。ウォーラシアを含む東南アジア海

域においては、このように多数の遺物を伴う

良好な新石器時代遺跡はまだ数えるほどし

かなく、ウアッタムディ遺跡の考古学的資料

は大きな意義を持つ。これら出土遺物の分析



は現在も進行中であるが、とくに新石器時代

期における人々の海産資源利用や海洋適応

に関わるテーマでの論文発表を計画してい

る。 

北マルク諸島で発掘したアルマナラ岩陰

遺跡とゴルア遺跡は、いずれも 2200～2000

年前頃の初期金属器時代の遺跡であること

が、得られた多数の C14年代値や、土器、ガ

ラス製品といった出土遺物から判明した。こ

のうちアルマナラ遺跡は、形質人類学的な分

析により、50体以上の人骨が二次埋葬されて

いる埋葬遺跡であることが確認された（図書

1,2）。また副葬品と推測される特徴的な土器

群は、同時期のメラネシア離島域で出現する

土器群と技術的な共通性が高く、マルク諸島

とオセアニア島嶼との間に何らかの交流や

移動・移住があった可能性が確認された（論

文 2）。一方、同じく副葬品として出土したガ

ラス製品の分析からは、これらの多くがイン

ドや東南アジア大陸部で主流となるカリガ

ラスを用いたものであることが確認され、古

代香料交易網といった海上ネットワークに

より、西方から搬入された可能性が高いこと

を指摘できた（論文 4）。 

ハルマヘラ島のゴルア遺跡では、同時期

の村落跡を確認でき、土製焜炉を含む生活

に関わる土器や遺構を発掘できた（論文 3）。

これにより、初期金属器時代における特別

な目的を持つ副葬土器と、日常的に利用さ

れる生活土器の両方から土器様式を理解す

ることができ、当該地域の土器編年の確立

に大きく寄与することとなった。またいず

れの遺跡においても、今後も継続した分析

を展開する計画である。 
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